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（会員は会費に含まれています。）

■
全
市
連
近
畿
支
部
が
定
期
総

会
を
開
催

決
算
報
告
書
、
収
支
予
算
書
等
を
承
認

全
市
連
近
畿
支
部
（
会
長
・
西
垣
泰
幸 
西

垣
林
業
（
株
）
会
長
）
は
、
4
月
25
日
、THE 

KA
SHIHA

RA

（
奈
良
県
橿
原
市
）に
お
い
て
、

２
０
２
２
年
度
の
定
期
総
会
を
開
催
し
た
。

出
席
者
は
22
名
で
、
近
畿
地
区
の
全
市
連
会

員
の
他
、
日
刊
木
材
新
聞
社
大
阪
支
社 

末
吉

哲
郎
記
者
、（
株
）
林
経
新
聞
社 

渡
邉
健
取
締

役
編
集
企
画
担
当
、
東
洋
木
材
新
聞
社 

島
崎

公
一
社
主
が
出
席
し
た
。
当
連
盟
か
ら
は
柱
本

修
専
務
が
出
席
し
た
。

西
垣
会
長
は
、
開
会
挨
拶
で
「
ペ
ン
は
ミ
サ

イ
ル
よ
り
も
強
い
と
い
う
時
代
。
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
昨
年
の
ウ
ッ
ド
シ
ョ
ッ
ク
も
冷
め
や
ら

ぬ
う
ち
に
、
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
が
勃

発
し
た
。
現
在
の
国
際
的
な
経
済
情
勢
の
下
で

全
て
の
商
品
に
悪
影
響
が
及
ん
で
い
る
。
こ
う

し
た
中
、
国
産
材
は
近
く
に
あ
っ
て
安
全
・
安

心
な
資
材
で
あ
る
こ
と
を
再
確
認
で
き
た
。
嬉

し
い
ニ
ュ
ー
ス
と
し
て
は
、
4
月
21
日
に
、
奈

良
県
銘
木
協
同
組
合
と
桜
井
木
材
協
同
組
合
が

ウ
ッ
ド
メ
ッ
セ
奈
良
を
立
ち
上
げ
新
た
な
船
出

を
し
た
こ
と
。
さ
ら
に
9
月
16
日
に
は
菅
生
銘

木
市
場
が
製
品
市
場
と
し
て
こ
れ
に
参
画
し
、

原
木
・
製
品
の
流
通
基
地
が
で
き
る
。
業
界
に

と
っ
て
大
変
喜
ば
し
い
で
き
事
で
あ
る
。
益
々

の
ご
発
展
を
期
待
す
る
。
本
日
は
限
ら
れ
た
時

間
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
情
報
交
換
等
し
て
い

た
だ
き
、
皆
様
の
商
売
の
お
役
に
立
て
る
こ
と

を
願
っ
て
い
る
。」
と
述
べ
た
。

続
い
て
議
事
に
移
り
、
役
員
改
選
報
告
、
２

０
２
１
年
近
畿
支
部
決
算
報
告
及
び
監
査
報

告
、
２
０
２
２
年
収
支
予
算
書
等
が
起
案
さ
れ

承
認
さ
れ
た
。
情
報
交
換
で
は
、
柱
本
専
務
理

事
か
ら
、
原
木
・
製
品
市
況
、
新
設
住
宅
着
工

戸
数
、
林
野
庁
予
算
、
森
林
環
境
税
の
使
途
、

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
、
ロ
シ
ア
材
の
現
状
と
見
通

し
に
つ
い
て
報
告
し
た
。
そ
の
後
、
出
席
者
に

よ
る
市
況
や
対
応
状
況
等
に
つ
い
て
の
有
意
義

な
情
報
・
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。

■
四
国
地
区
木
材
市
場
連
盟
が

第
九
十
五
回
定
期
総
会
を
開
催

役
員
改
選
、
事
業
計
画
、
決
算
報
告
等
を
承
認

四
国
地
区
木
材
市
場
連
盟
（
会
長
・
尾
﨑
徳

七 

（
協
）
高
知
県
木
材
市
場
連
盟
代
表
理
事
）

は
、
4
月
19
日
、
三
翠
園
（
高
知
市
）
に
お
い

て
第
95
回
定
期
総
会
を
開
い
た
。

出
席
者
は
約
30
名
で
、
連
盟
所
属
の
役
職
員

の
ほ
か
、
来
賓
と
し
て
四
国
森
林
管
理
局
武
田

義
昭
森
林
整
備
部
長
、
原
田
康
弘
資
源
活
用
課

長
、
高
知
県
木
材
産
業
振
興
課
中
城
秀
樹
企
画

官
、
日
刊
木
材
新
聞
社
大
阪
支
社
末
岡
隆
文
支

社
長
等
が
参
加
し
、
当
連
盟
か
ら
は
柱
本
修
専

務
が
出
席
し
た
。

尾
﨑
会
長
は
、
開
会
挨
拶
で
「
新
型
コ
ロ
ナ

感
染
症
の
影
響
下
に
あ
っ
て
も
世
界
経
済
な
ど

は
動
い
て
お
り
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
や
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
な
ど
が
浸
透
し
、
ま
た
公
共
建

築
物
等
木
材
利
用
促
進
法
が
改
正
さ
れ
た
。
法

律
の
対
象
が
公
共
建
築
物
か
ら
建
築
物
一
般
に

拡
大
さ
れ
、
今
後
の
木
材
業
界
発
展
が
期
待
さ

れ
る
。
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に
よ
り
４

０
０
万
人
を
超
え
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
人
が
難
民

と
な
っ
て
い
る
。
四
国
の
人
口
が
３
６
９
万
人

な
の
で
、
こ
の
問
題
の
大
き
さ
を
感
じ
る
。
世

界
規
模
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
資
源
価
格
の
高
騰
に

よ
り
混
乱
が
起
っ
て
お
り
、
木
材
も
例
外
で
は

な
い
。
影
響
は
長
期
に
わ
た
る
で
あ
ろ
う
。
木

材
業
界
発
展
の
た
め
に
皆
様
と
と
も
に
情
報
・

意
見
交
換
を
進
め
て
い
き
た
い
。」
と
述
べ
た
。

続
い
て
、
四
国
森
林
管
理
局
の
武
田
部
長
、
高

知
県
の
中
城
企
画
官
か
ら
御
挨
拶
が
あ
り
、
議

事
に
移
っ
た
。

議
事
で
は
、
令
和
3
年
度
事
業
報
告
・
同
決

算
報
告
、
令
和
4
年
度
事
業
計
画
・
同
予
算
案

が
提
案
さ
れ
承
認
さ
れ
た
。
事
業
計
画
で
は
、

全
市
連
総
会
、
地
方
展
示
即
売
会
、
全
市
連
功

労
者
表
彰
な
ど
に
つ
い
て
説
明
が
あ
っ
た
。
役

員
の
任
期
満
了
に
伴
い
新
役
員
の
選
任
が
行
わ

れ
、
尾
﨑
徳
七
会
長
が
退
任
、
新
会
長
に
は
樋

口
哲
也
氏
が
就
任
し
た
。

情
勢
報
告
に
つ
い
て
は
、
四
国
森
林
管
理
局

か
ら
「
新
し
い
林
業
」
に
向
け
た
取
組
と
し
て
、

造
林
の
低
コ
ス
ト
化
、
木
材
の
安
定
供
給
、
林

業
事
業
体
育
成
、
技
術
開
発
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用

等
が
報
告
さ
れ
、
高
知
県
木
材
産
業
振
興
課
か

ら
は
、
原
木
生
産
の
拡
大
、
木
材
産
業
の
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
、
木
材
利
用
の
拡
大
、
担
い
手
の

育
成
確
保
を
柱
と
す
る
施
策
の
展
開
等
に
つ
い

て
報
告
さ
れ
た
。
各
県
の
参
加
者
か
ら
、
木
材

市
況
等
の
最
近
の
情
勢
も
発
表
さ
れ
、
有
意
義

「近畿支部定期総会の様子」

「四国地区木材市場連盟総会の様子」
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な
情
報
・
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。
日
刊
木
材

末
岡
支
社
長
か
ら
は
、
最
新
の
外
材
市
況
、
と

く
に
欧
州
材
、
合
板
、
北
米
材
、
ロ
シ
ア
材
等

に
つ
い
て
の
詳
細
な
情
報
が
提
供
さ
れ
た
。
全

市
連
柱
本
専
務
は
、
全
市
連
令
和
4
年
度
事
業

計
画
、
需
給
情
報
連
絡
協
議
会
、
木
材
市
況
の

動
向
、
新
設
住
宅
着
工
戸
数
等
に
つ
い
て
報
告

し
た
。

■
ロ
シ
ア
材
の
現
状
と
見
通
し

に
つ
い
て
日
本
木
材
輸
入
協
会

が
全
市
連
「
製
品
部
会
」
で
情

報
提
供

4
月
18
日
に
開
催
し
た
全
市
連「
製
品
部
会
」

（
Ｗ
ｅ
ｂ
開
催
）
に
お
い
て
、
日
本
木
材
輸
入

協
会
の
岡
田
清
隆
専
務
理
事
か
ら
ロ
シ
ア
材
の

現
状
と
今
後
の
見
通
し
に
つ
い
て
ご
説
明
い
た

だ
い
た
。
概
要
は
次
の
通
り
。

「
ロ
シ
ア
か
ら
日
本
へ
の
木
材
輸
入
は
、
２

０
０
７
年
以
前
は
丸
太
輸
入
が
主
体
で
あ
っ
た

が
、
２
０
０
８
年
に
ロ
シ
ア
政
府
が
丸
太
輸
出

税
を
25
％
に
増
税
し
、
そ
の
後
は
ロ
シ
ア
材
の

輸
入
は
製
品
輸
入
が
主
体
と
な
っ
た
。
２
０
０

９
年
を
境
に
合
板
用
の
単
板
輸
入
が
始
ま
り
、

近
年
は
年
間
25
万
㎥
の
単
板
が
輸
入
さ
れ
て
い

る
。
製
材
品
と
併
せ
る
と
、
年
間
約
１
２
０
万

㎥
の
輸
入
が
さ
れ
て
い
る
。
他
方
、
丸
太
に
つ

い
て
は
、
昨
年
の
実
績
で
3
万
㎥
し
か
輸
入
し

て
い
な
い
。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
後
の
ロ
シ
ア
材
輸
入
の
大

き
な
変
化
は
、
ま
ず
、
ロ
シ
ア
が
日
本
の
制
裁

に
対
抗
し
て
原
木
・
単
板
・
チ
ッ
プ
の
対
日
輸

出
を
禁
止
し
た
こ
と
。
4
月
12
日
に
は
我
が
国

も
こ
れ
ら
の
品
目
の
輸
入
禁
止
を
発
表
し
た
。

日
本
は
カ
ラ
マ
ツ
の
単
板
を
年
間
約
25
万
㎥
輸

昇
す
る
だ
ろ
う
。
欧
米
の
大
手
や
日
本
の
船
会

社
は
ロ
シ
ア
経
由
を
や
め
て
い
る
の
で
、
極
東

ロ
シ
ア
か
ら
木
材
を
積
み
出
す
こ
と
が
困
難
に

な
り
つ
つ
あ
る
。
ロ
シ
ア
と
の
商
売
継
続
が
難

し
く
な
っ
て
お
り
、
い
つ
元
に
戻
る
か
見
通
せ

な
い
状
況
。
戦
争
が
終
結
し
て
欧
米
の
制
裁
が

解
除
し
な
い
限
り
変
わ
ら
な
い
だ
ろ
う
。
極
東

か
ら
来
る
ロ
シ
ア
材
の
製
材
品
は
制
裁
の
対
象

で
は
な
い
の
で
、
船
が
手
当
で
き
れ
ば
輸
入
に

大
き
な
障
害
は
な
い
は
ず
だ
が
、
今
後
は
ロ
シ

ア
か
ら
の
製
材
品
の
輸
入
量
は
こ
れ
ま
で
の
半

分
程
度
に
減
少
す
る
の
で
は
な
い
か
。

さ
ら
に
、
Ｅ
Ｕ
は
ロ
シ
ア
木
材
の
輸
入
を
禁

止
す
る
。
こ
の
制
裁
は
広
範
囲
の
品
目
（
Ｈ
Ｓ

44
類
全
部
）
が
対
象
で
あ
り
、
製
材
、
紙
パ
ル

プ
、
燃
料
チ
ッ
プ
も
対
象
と
な
る
。
ロ
シ
ア
、

ベ
ラ
ル
ー
シ
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
か
ら
Ｅ
Ｕ
へ
の
木

材
輸
出
量
が
年
間
約
1
千
万
㎥
あ
る
の
で
、
Ｅ

Ｕ
の
木
材
消
費
量
の
約
10
％
を
紛
争
3
か
国
か

ら
の
輸
入
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
ロ
シ
ア
木

材
を
多
く
輸
入
し
て
い
た
国
は
、バ
ル
ト
3
国
、

ル
ー
マ
ニ
ア
、ド
イ
ツ
、オ
ー
ス
ト
リ
ア
、フ
ィ

ン
ラ
ン
ド
な
ど
、
日
本
に
木
材
を
輸
出
す
る
国

で
も
あ
る
。
こ
の
た
め
Ｅ
Ｕ
か
ら
日
本
向
け
が

減
る
と
か
価
格
が
上
が
る
こ
と
も
考
え
ら
れ

る
。他

方
、
反
対
の
影
響
も
想
定
さ
れ
る
。
近
年

は
北
米
市
場
が
沸
騰
し
て
い
た
の
で
、
欧
州
か

ら
北
米
に
多
く
の
針
葉
樹
材
が
輸
出
さ
れ
て
い

た
。
し
か
し
米
国
の
政
策
金
利
が
上
が
り
住
宅

ロ
ー
ン
金
利
も
上
が
れ
ば
、
住
宅
ロ
ー
ン
の
申

込
者
が
減
る
と
見
通
さ
れ
、
北
米
の
住
宅
着
工

数
は
今
後
減
少
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
そ
う
な

る
と
欧
州
か
ら
北
米
へ
の
木
材
輸
出
が
減
る
だ

ろ
う
。
ま
た
、
欧
州
自
身
も
不
景
気
に
な
れ
ば

木
材
需
要
が
減
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
こ
の

入
し
て
お
り
、
ロ
シ
ア
産
カ
ラ
マ
ツ
の
代
替
材

が
な
い
合
板
工
場
に
と
っ
て
影
響
が
大
き
い
。

以
前
の
よ
う
に
米
マ
ツ
を
使
え
れ
ば
強
度
の
高

い
単
板
を
作
れ
る
が
、
現
在
で
は
ロ
シ
ア
単
板

ほ
ど
便
利
性
は
な
く
、
ま
た
米
材
価
格
は
高
く

な
っ
て
い
て
、
海
上
運
賃
も
高
い
。
ロ
シ
ア
材

の
よ
う
に
安
価
な
原
料
供
給
は
難
し
い
で
あ
ろ

う
。ロ

シ
ア
へ
の
制
裁
と
し
て
、
日
本
を
含
む
大

手
コ
ン
テ
ナ
船
が
ロ
シ
ア
へ
の
寄
港
を
停
止
す

る
こ
と
と
な
っ
た
。
ま
た
、
Ｅ
Ｕ
へ
の
ロ
シ
ア

船
の
入
港
も
禁
止
さ
れ
た
。
こ
の
影
響
は
製
材

品
に
と
っ
て
非
常
に
大
き
い
。
我
が
国
は
ロ
シ

ア
か
ら
製
材
品
を
年
間
約
80
万
㎥
輸
入
し
て
い

る
。
こ
の
う
ち
3
分
の
1
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
ロ
シ

ア
（
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
）
経
由
で
、
3

分
の
2
が
極
東
（
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
や
ナ
ホ
ト

カ
）
経
由
の
輸
入
で
あ
る
。
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル

ブ
ル
ク
か
ら
日
本
に
木
材
を
輸
出
す
る
に
は
Ｅ

Ｕ
の
ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
な
ど
で
積
み
替
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
が
、
Ｅ
Ｕ
27
か
国
か
ロ
シ
ア
船
の

寄
港
を
禁
止
し
た
の
で
、
Ｅ
Ｕ
内
の
港
で
の
積

み
替
え
が
で
き
な
く
な
っ
た
。
欧
州
で
消
費
さ

れ
る
木
材
で
な
く
て
も
、
最
終
地
が
日
本
で

あ
っ
て
も
、
Ｅ
Ｕ
内
を
通
過
で
き
な
く
な
っ
た

の
で
、
製
材
品
は
わ
が
国
の
制
裁
の
対
象
で
は

な
い
が
、
実
質
的
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
ロ
シ
ア
か
ら

の
輸
入
は
で
き
な
く
な
っ
た
。
現
在
の
ロ
シ
ア

か
ら
の
木
材
輸
入
量
を
み
る
と
、
3
月
も
4
月

も
減
少
は
み
ら
れ
な
い
。
し
か
し
5
月
以
降
は

大
幅
に
減
る
と
見
通
し
て
い
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

ロ
シ
ア
か
ら
輸
入
で
き
な
い
時
期
が
続
く
可
能

性
が
あ
る
。

極
東
ロ
シ
ア
に
お
け
る
コ
ン
テ
ナ
不
足
も
非

常
に
影
響
が
大
き
い
。
極
東
ロ
シ
ア
か
ら
の
製

材
の
船
積
み
が
困
難
と
な
る
。
海
上
運
賃
も
上

林野庁2022年に入ってからの「ロシア木材」に対する規制や問題点

2）原木・単板・チップの対日輸出禁輸（3月露側制裁）

1）原木丸太・素材に近い製材の実質輸出禁止（2022年1月～）
- 10CMx10CM以上の「未乾燥製材」には、200EURO/M3輸出税賦課

- カラマツ単板（25万M3相当/年）の手当てがつかず、国内合板工場にとり痛手

- 通常のロシア仕向外貨建て送金が困難。第三国経由、ルーブル建て送金等手間と時間が掛かる

- アカマツなどの輸入関税が基本税率の８％に（輸入者はコストアップ）

3）露大手銀行の国際決済網(SWIFT)からの排除（3月米国制裁）

- 欧州ロシアからの製材船積みが困難、輸出が実質ストップ

4）ロシア材の最恵国待遇撤廃（4月日本制裁予定）

９）露国内でのFSC/PEFC木材認証の停止

５）ロシアへの大手コンテナ船寄港停止、EUへのロシア船入港禁止

７）極東ロシア・空コンテナ不足

10）ロシア貨物に対する「戦時保険適用」

８）国内での外貨両替規制・ルーブル安・高金利（年利20％）によるインフレ対策

JLIA

- 極東ロシアからの製材船積みが困難、海上運賃の上昇

- 保険料コストアップ

６）EUのロシア木材禁輸（4月制裁案）- 欧州材の対日輸出に影響するかも？

- 日本では「合法木材」として販売できない

林野庁ウッドショック後の「東京港製材品在庫」と「木造着工数」の推移 2018～21年

1998年製品輸入量
1,635千M3

2020年製品輸入量
33,629千M3

21倍増加

北米での住宅需要の回復に伴い、価格が急騰

世界的な需要増で国際海上運賃が急騰

（千M3)

武漢で感染爆発

JLIA 9

2020年後半の半年間で急激な在庫の減少（14万M3→5万M3）
木材の供給制約が深刻化する。（所謂、ウッドショック）

（木造着工実数/月次)（千M3) （戸数)
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取
材
内
容
は
「
4
月
19
日
か
ら
の
一
部
ロ
シ
ア

材
3
種
類
の
輸
入
禁
止
措
置
、
日
本
の
戸
建
て

住
宅
に
お
け
る
ロ
シ
ア
材
の
使
用
が
多
い
こ

と
、
ロ
シ
ア
材
の
輸
入
禁
止
が
新
築
住
宅
等
に

及
ぼ
す
影
響
度
、
昨
年
来
の
ウ
ッ
ド
シ
ョ
ッ
ク

と
呼
ば
れ
る
木
材
価
格
の
高
騰
、
今
後
の
見
通

し
、
日
本
の
住
宅
メ
ー
カ
ー
が
検
討
を
急
い
で

い
る
リ
フ
ォ
ー
ム
、
再
利
用
に
注
目
」
等
多
岐

に
わ
た
り
、
リ
ポ
ー
タ
ー
の
牛
氏
は
「
そ
れ
ら

の
措
置
が
日
本
の
直
面
す
る
木
材
値
上
が
り
の

難
局
を
改
善
で
き
る
の
か
ど
う
か
、
我
々
は
注

目
し
続
け
て
ゆ
く
」
と
結
ん
だ
。

■
国
有
林
の
樹
木
採
取
区
は
6

カ
所
で
権
利
を
設
定

国
有
林
が
令
和
3
年
9
月
か
ら
10
月
に
か
け

て
パ
イ
ロ
ッ
ト
的
な
指
定
を
行
っ
た
10
か
所
の

樹
木
採
取
区
の
う
ち
、
6
か
所
に
つ
い
て
権
利

が
設
定
さ
れ
た
（
令
和
4
年
3
月
31
日
現
在
）。

よ
う
に
欧
州
材
の
対
日
輸
出
へ
の
影
響
に
つ
い

て
は
、
現
時
点
で
は
両
方
の
シ
ナ
リ
オ
が
考
え

ら
れ
る
。」

ま
た
、
昨
年
の
ウ
ッ
ド
シ
ョ
ッ
ク
の
原
因
と

そ
の
後
の
回
復
の
状
況
に
つ
い
て
、
２
０
２
０

年
と
２
０
２
１
年
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
よ
る
住
宅
需
要
の
急
減
と
回
復
、
製
材

輸
入
量
の
急
減
と
回
復
、
製
材
在
庫
量
の
急
減

と
回
復
の
関
係
か
ら
解
説
し
た
。

■
中
国
中
央
テ
レ
ビ
が
東
京
木

材
市
場
を
取
材

東
京
木
材
市
場
（
株
）（
東
京
都
、
市
川
英

治
社
長
）
は
4
月
12
日
中
国
中
央
テ
レ
ビ
よ
り

取
材
を
受
け
、
新
木
場
本
社
が
中
国
へ
中
継
さ

れ
た
。
来
場
し
た
ス
タ
ッ
フ
は
リ
ポ
ー
タ
ー
の

牛
氏
、
制
作
部
ア
シ
ス
タ
ン
ト
の
劉
氏
、
カ
メ

ラ
マ
ン
の
細
野
氏
の
3
名
で
中
国
の
ス
タ
ジ
オ

と
結
ん
で
昼
12
時
37
分
～
生
中
継
を
行
っ
た
。

権
利
が
認
定
さ
れ
た
樹
木
採
取
区
の
所
在
地
と

樹
木
採
取
権
者
は
次
の
と
お
り
。

○
東
北
森
林
管
理
局
秋
田
森
林
管
理
署
・
秋
田

県
大
仙
市
内
：
秋
田
県
素
材
生
産
流
通
協
同
組

合　

○
三
八
上
北
森
林
管
理
署
・
青
森
県
田
子

町
内
：
青
森
県
森
林
組
合
連
合
会　

○
関
東
森

林
管
理
局
茨
城
森
林
管
理
署
・
茨
城
県
常
陸
太

田
市
内
：
大
北
産
業
（
株
）　

○
近
畿
中
国
森

林
管
理
局
岡
山
森
林
管
理
署
・
岡
山
県
新
見
市

内
：（
株
）
戸
川
木
材　

○
四
国
森
林
管
理
局

四
万
十
森
林
管
理
署
・
高
知
県
中
土
佐
町
、
四

万
十
町
に
ま
た
が
る
区
域
：
西
垣
林
業
（
株
）　

○
九
州
森
林
管
理
局
熊
本
南
部
森
林
管
理
署
・

熊
本
県
人
吉
市
、
水
俣
市
、
芦
北
町
、
五
木
村

に
ま
た
が
る
区
域
：（
株
）
南
栄

令
和
4
年
4
月
1
日
現
在
、
再
公
募
中
と

な
っ
て
い
る
採
取
区
は
次
の
通
り
。
○
北
海
道

森
林
管
理
局
胆
振
東
部
森
林
管
理
署
・
北
海
道

む
か
わ
町
内
（
６
７
１
ha
）　

○
網
走
中
部
森

林
管
理
署
・
北
海
道
北
見
市
、
置
戸
町
、
佐
呂

間
町
に
ま
た
が
る
区
域
（
６
７
１
ha
）　

○
根

釧
西
部
森
林
管
理
署
・
北
海
道
釧
路
町
、
厚
岸

町
、
標
茶
町
、
鶴
居
村
に
ま
た
が
る
区
域
（
８

２
７
ha
）　

○
中
部
森
林
管
理
局
東
信
森
林
管

理
署
・
長
野
県
上
田
市
内
（
２
７
４
ha
）

■
政
府
が
公
共
建
築
物
に
お
け

る
木
材
利
用
の
状
況
を
公
表

農
林
水
産
省
は
、
3
月
31
日
、
木
材
利
用
促

進
本
部
（
本
部
長
：
農
林
水
産
大
臣
）
に
お
い

て
「
令
和
3
年
度
建
築
物
に
お
け
る
木
材
の
利

用
の
促
進
に
向
け
た
措
置
の
実
施
状
況
」
を
取

り
ま
と
め
た
。
こ
の
報
告
は
、
昨
年
10
月
に
施

行
さ
れ
た
「
脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
資
す
る
等

の
た
め
の
建
築
物
等
に
お
け
る
木
材
の
利
用
の

促
進
に
関
す
る
法
律
」（
以
下
「
木
材
利
用
促

進
法
」
と
い
う
。）
に
基
づ
い
て
公
表
さ
れ
る

も
の
。
国
が
整
備
す
る
公
共
建
築
物
に
お
け
る

木
材
の
利
用
の
目
標
の
達
成
状
況
（
令
和
2
年

度
実
績
）
に
つ
い
て
は
、
令
和
2
年
度
に
国
が

整
備
し
た
公
共
建
築
物
の
う
ち
、
令
和
2
年
度

当
時
の
基
本
方
針
に
お
い
て
積
極
的
に
木
造
化

を
促
進
す
る
と
さ
れ
て
い
た
低
層
（
3
階
建
て

以
下
）
の
公
共
建
築
物
に
つ
い
て
、
木
造
で
整

備
を
行
っ
た
公
共
建
築
物
は
１
３
２
棟
あ
り
、

林
野
庁
・
国
土
交
通
省
の
検
証
チ
ー
ム
に
よ
る

検
証
結
果
を
踏
ま
え
た
木
造
化
率
は
96
％
と
報

告
し
た
。
国
が
整
備
し
た
公
共
建
築
物
の
木
造

化
・
木
質
化
に
よ
る
木
材
使
用
量
は
５
、２
８

６
㎥
と
な
っ
た
。

「取材の様子」

「取材の様子」
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府
県
3
・
5
％
→
4
・
3
％
、
市
町
村
8
・

0
％
→
8
・
7
％
、
民
間
と
個
人
20
・
3
％

→
20
・
6
％
）
し
た
一
方
、
国
は
下
降
（
国

2
・
4
％
→
1
・
3
％
）
し
た
。（
注
：
民
間

と
は
、
民
間
事
業
者
が
建
築
す
る
教
育
施
設
、

医
療
、福
祉
施
設
等
の
建
築
物
を
い
う
。）ま
た
、

低
層
（
3
階
建
て
以
下
）
の
公
共
建
築
物
に
つ

い
て
は
、
木
造
率
が
29
・
7
％
（
令
和
元
年
度

28
・
5
％
）
と
な
っ
た
。
低
層
の
公
共
建
築
物

に
つ
い
て
建
築
主
別
の
木
造
率
を
見
る
と
、
全

て
の
建
築
主
別
で
上
昇
（
国
4
・
2
％
→
7
・

1
％
、
都
道
府
県
10
・
0
％
→
10
・
2
％
、
市

町
村
16
・
1
％
→
17
・
2
％
、
民
間
と
個
人

36
・
9
％
→
38
・
4
％
）
し
た
。
低
層
の
公
共

建
築
物
の
都
道
府
県
別
の
木
造
率
に
つ
い
て

は
、
全
国
平
均
値
（
29
・
7
％
）
未
満
の
都
道

府
県
が
16
都
府
県
あ
り
、
そ
の
多
く
が
関
東
及

び
近
畿
等
の
大
都
市
圏
と
な
っ
た
。

■
ミ
ス
日
本
み
ど
り
の
女
神
　

成
田
愛
純
さ
ん
が
全
市
連
事
務

局
を
訪
問

本
年
1
月
に
開
催
さ
れ
た
第
54
回
ミ
ス
日
本

コ
ン
テ
ス
ト
２
０
２
２
に
て
8
代
目
ミ
ス
日
本

み
ど
り
の
女
神
に
選
出
さ
れ
た
成
田 
愛
純（
な

り
た 

あ
す
み
）
さ
ん
が
全
市
連
事
務
局
を
訪

問
さ
れ
ま
し
た
。
成
田
さ
ん
は
、
小
さ
い
こ
ろ

か
ら
自
然
が
大
好
き
で
、
現
在
も
、
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
の
際
に
は
自
然
の
多
い
と
こ
ろ
に
癒
し
を

求
め
て
足
を
伸
ば
し
て
お
り
、
丹
沢
登
山
で
気

持
ち
良
い
時
間
を
過
ご
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

■
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
に
関
す
る

説
明
会
・
研
修
会
へ
の
講
師
派

遣令
和
5
年
10
月
1
日
か
ら
消
費
税
の
適
格
請

求
書
等
保
存
方
式
（
い
わ
ゆ
る
イ
ン
ボ
イ
ス
制

度
）
が
施
行
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
に
お
い
て
は
、
買
手
と
し
て

は
売
手
が
イ
ン
ボ
イ
ス
発
行
事
業
者
で
あ
る
か

確
認
す
る
必
要
が
あ
り
、
消
費
税
の
仕
入
税
額

控
除
の
た
め
に
は
原
則
と
し
て
イ
ン
ボ
イ
ス
の

保
存
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
売
手
と
し
て
は
イ

ン
ボ
イ
ス
の
交
付
を
行
う
た
め
に
は
令
和
3
年

10
月
か
ら
開
始
さ
れ
て
い
る
「
適
格
請
求
書
発

行
事
業
者
」
の
登
録
申
請
が
必
要
と
な
り
、
売

り
先
に
発
行
す
る
請
求
書
等
に
登
録
番
号
等
を

記
載
す
る
と
い
っ
た
変
更
点
が
あ
り
ま
す
。

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
開
始
に
向
け
て
、
事
業
者

の
方
々
の
円
滑
な
準
備
の
た
め
に
、
財
務
省
・

国
税
庁
で
は
、
事
業
者
団
体
が
主
催
す
る
会
員

向
け
の
説
明
会
・
研
修
会
に
財
務
省
・
国
税
職

員
を
講
師
と
し
て
派
遣
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。
事
業
者
団
体
が
地
域
単
位
で
主
催
す
る
説

明
会
・
研
修
会
に
も
講
師
派
遣
が
可
能
で
す
。

全
市
連
会
員
の
皆
様
が
開
催
す
る
地
域
単
位

の
説
明
会
等
に
財
務
省
・
国
税
庁
の
講
師
派
遣

を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
全
市
連
事
務
局
に
ご
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。

新
緑
の
季
節
、
木
々
の
緑
が
日
に

日
に
濃
く
な
り
、
自
然
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
一
番
感
じ
る
時
。
こ
れ
か
ら

は
森
林
浴
の
季
節
で
も
あ
る
。
よ
く

知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
森
林
浴
に
は

人
を
リ
ラ
ッ
ク
ス
さ
せ
る
効
果
が
あ

る
。
ス
ト
レ
ス
ホ
ル
モ
ン
が
減
少
す

る
よ
う
で
あ
る
。
ス
ト
レ
ス
の
低
減
は
高
血
圧

対
策
や
免
疫
力
の
強
化
に
も
貢
献
す
る
。
こ
の

よ
う
な
効
果
は
、
樹
木
の
有
す
る
成
分
だ
け
で

な
く
、
目
に
優
し
い
緑
の
景
色
や
森
林
の
中
で

感
じ
る
自
然
の
音
や
さ
わ
や
か
な
風
が
も
た
ら

す
心
地
よ
さ
と
相
ま
っ
て
発
揮
さ
れ
る
の
だ
ろ

う
。
○
森
林
浴
と
い
う
言
葉
が
普
及
し
た
際
に

フ
ィ
ト
ン
チ
ッ
ド
の
名
前
も
広
ま
っ
た
。
フ
ィ

ト
ン
チ
ッ
ド
は
樹
木
に
含
ま
れ
る
化
学
物
質

で
、
空
気
中
を
伝
わ
っ
て
殺
菌
効
果
な
ど
が
あ

る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
日
本
で
も
同
じ
よ
う
な

現
象
と
し
て
、
マ
ツ
の
葉
に
た
ま
っ
た
雨
露
に

松
の
葉
の
成
分
が
溶
け
込
み
そ
の
雨
露
が
地
面

に
落
ち
る
と
、
周
囲
に
雑
草
が
生
え
に
く
く
な

る
こ
と
が
、
江
戸
時
代
か
ら
認
識
さ
れ
て
い
た

と
い
う
。
そ
の
効
果
は
主
に
揮
発
性
物
質
の
テ

ル
ペ
ン
類
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
る
。
ス
ギ
や
ヒ

ノ
キ
の
葉
を
ち
ぎ
っ
た
と
き
に
匂
う
香
り
で
あ

る
。
広
葉
樹
に
も
含
ま
れ
る
。
森
林
浴
が
人
の

健
康
に
プ
ラ
ス
の
影
響
を
及
ぼ
す
要
因
の
一
つ

で
あ
る
。
興
味
深
い
の
は
、
こ
の
テ
ル
ペ
ン
類

の
濃
度
が
製
材
所
で
非
常
に
高
い
こ
と
で
あ

る
。
樹
木
の
中
に
あ
る
成
分
な
の
で
当
然
と
い

え
ば
当
然
で
あ
る
が
、
健
康
と
の
関
係
が
明
ら

か
に
な
ら
な
い
だ
ろ
う
か
。
○
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
は
増
え
た
り
減
っ
た
り
の
状
況

が
2
年
以
上
続
き
、
日
常
生
活
で
様
々
な
制
約

が
続
い
て
い
る
。
森
林
浴
の
ス
ト
レ
ス
を
軽
減

す
る
効
果
を
試
し
て
み
よ
う
。

雑 記 帳

林
野
庁
は
、
令
和
2
年
度
の
公
共
建
築
物
の

木
造
率
の
試
算
を
公
表
し
た
。
林
野
庁
で
は
、

平
成
22
年
に
「
公
共
建
築
物
等
に
お
け
る
木
材

の
利
用
の
促
進
に
関
す
る
法
律
」
が
施
行
さ
れ

て
以
降
、
公
共
建
築
物
の
木
造
化
の
進
捗
状
況

を
捉
え
る
た
め
、
年
度
毎
の
公
共
建
築
物
の
木

造
率
（
床
面
積
ベ
ー
ス
）
を
国
土
交
通
省
の
建

築
着
工
統
計
調
査
を
用
い
て
試
算
し
て
お
り
、

令
和
2
年
度
に
着
工
さ
れ
た
公
共
建
築
物
の
木

造
率
は
前
年
よ
り
0
・
1
％
上
昇
し
、
13
・

9
％（
令
和
元
年
度
13
・
8
％
、）と
試
算
し
た
。

建
築
主
別
の
木
造
率
を
見
る
と
、
都
道
府
県
、

市
町
村
及
び
「
民
間
と
個
人
」
で
上
昇
（
都
道

「みどりの女神 成田愛純さん」


